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Abstract 
A questionnaire survey was carried out to determine young mother behavior related to 

designer and character brands. The brand image was found to depend on the situation of 
stores selling clothes of that brand and on its price. About 80% of the sample have bought 
wear of new fashion. Many of the items are casual wear. The number of clothes items a 
family has varies with the family income and with the mother own behavior related to fashion. . 

ー ・ は じ め に  
ー980年代なかぱ'ファッショ ンの世界にDCプラン ドが登場した.” まっさきに若い女性がこれに 

とぴっいた. 若い男性がそれに続ぃた秒そして子供服にも DC プラン ド化が進行した.鱒東京ゃ大 
阪な どの大者B会では, 子供服専門のデパー トゃ, DC プラン ド子供服の専門店が集まった子供服の 
ファッションビルが出現した灘)旭川のよ うな地方中規模都市でも DCプラン ド子供服の専門店が 
いくつも活動している・ 
小さい子供に何を着せるかを決めているのはおもに母親であろ う.  子供の成長の早さ` 活動の激 

しさから, 子供服は婦人服 ・ 紳士服と異なり短期間の消耗品と考えられてきた. それに もかかわら 
ず, 高価な DC ブラン ド子供服を自分の子供に着用きせる母親ヵゞ増えて きたのである.母親の行動に 
ぉけるこのよ  うな変イヒは' 消萱者行動のひとつの変化と しても興味ある事柄でぁる` 
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こう  いう状況にぁりながら, 子供服に関する調査 なかでも子供且反を鷺入し 着用させ, 罷す 

る立場にある母親を対象にした調査はぁま り見受けられない. そこで, 幼児を もつ母親がDC ブラン 
ド子供服に対しどのような態度をとってぃるかにっぃて調査をおこなった そして, DCブラン ド子 
供月反の購入・使用の実態, ぉよぴDC プラン ド子供服に対するイ メージにつぃて分析・考察を試みた・ 

2・方  法 
2.1. 調査方法 
北海道旭川市の幼稚園ぉよび保育園の中から, それぞれ別個の住宅地域に所在する幼稚園2園 ・ 

保育園2園を選ぴ, そこに通園する 4歳児およぴ5歳児の母親ー52名を調査対象者と した. 調査形 
式は留置自記式質問紙法と し, 質問紙を酉己布後約2週間以内に回収した. 調査期聞は ー989年ー0月 
ー8 日から ーー月 6 日の間でぁる. ー52部の配布に対し回収できたものは ー03部でぁり, 回収率は 67・8%でぁっ た. 
2.2. 調査項目 
調査項目は糊=する と, 対象者の基本属性, ぉよぴDC ブラン ド子供服に対する態度でぁ る. 基本 

属性にっいては年齢・学歴・鴨業・世帯年収・子供の数につぃて質問をおこなった. DC プラン ド子 
供服に対する態度では, プラン ドに対するイ メージ ”購入状況・所有状況・ 着用状況などにつぃて 
質問項目を設定した・ 
2.3. 集計おょび分析 . 

それぞれの質問項目に対する回答データ を単純集計した. さ らに属性デ_夕の一部と態度データ 
とのクロス集計をおこなった. これらの集計結果をも とに対象者のDC プラン ド子供魎反に対する態 
度の幟について分析をおこなった・  

3 . 結果ぉょひ〝考察 
3.ー. 基本属性 
調査対象者の基本属性に関する集計結呆を表ー一5に示した. 年齢は 26_40 歳に集中しており' 

と < に 3ー_35 歳代が半数を占めた (表ー)・ 学歴では高校卒ヵ{約 60%でぁるほか, 専門学校卒が短 
大・大学卒とほぽ同じ比率であることが注目される 〈表2) .  表3から明らかなよ うに専業主婦が半 

数をこえ ,  アルタイ  ムて〝仕事を持っものは非常 
表ー 対象者の年齢 ~ に少ない. 対象者は女性の年齢最=就労状況を示 

年齢 比率 (%) すM宇型の谷間にあたる年代なのでぁろ う・ 世 
2 5歳以下 】・ 帯収入では2百万円から 6百万円までの層が約 0 
董 冨‥彗 璽藝 髏‥璽 80%と大部分でぁった(表4). 子供の数はぃゎ 
3 6 _ 4 。 歳  zg_] ゆるひと  りっこが対象者のm人にー人でゃゃ  40歳以上 L。 少なめの感がぁる(表5). 複数の髑を持つ対 
合計 100.0 象者が多いことから, 以下の調査結果は必ずし 
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表2 対象者の学歴 表3 対象者の幟業 

学歴 比率 (%) 職業 比率 (%) 
中学卒 ~ 3〝 g 専業主婦 56〝 3 
高校卒 6L2 自宅で内職 4.g 
短大卒  ー4.6 フル夕ィムで外勤  4・9 
大学卒 2・g パー卜タイムで外勤 23.3 
専門学校卒 ー5~5 その他 8〟7 
その他 1.0 無回答 Lg 
無回答 L。 合計 100.0 
合計 100.0 

表4 対象者世帯の年収 表5 対象者の子供の数 
金額 (円) 比率 (%) 子供数 比率 (%) 2百万未満 4.g ー人 g.7 2百万以上4百万未満  35~0 2人以上 90.3 4百万以上6百万未満 4L7 合計 100.0 6百万以上8百万未満 12.6 8百万以上 1.0 も調査した幼稚園・保育園に遇園していた 4・5 
無回答 {彗 歳児に関するものだけとは限らないことにな  
合計 _ 100. る_ 

3.2. ブランドイメ一ジ  
全国的によ く知られた子供服の DC ブラン ドにつぃてブラン ドの知名度・好みのブラン ド'主に買 

うプラン ドを質問した結果を図ー一3に示した. と りあげたものはシャーりーテンプル・ティ ンカー 
ペルー 7ァ ニ イ  ・ フィュコムサデモード  ・ べべ ・  ミ キ ハ ウ ス  ・ ミ ニ バ ツ の 7ブ ラ ン  ドである・  こ れ  
らのプラン ドは全国的な売り上げゃ旭川市内の店舗の有無な どを考慮して選定した. 

プラン ド名 “ プラン ト'名 

べべ  

7ィ ュ コ ムサデモ _  F フ ィ ユコムサデモ _  F 

ミニノヾツ ミニ丿ヾツ  

ティ ンヵ_べル  ティ ンヵーべル 
シャ一リーテンプル シャ_りーテンプル 

o 20 40' 60 so 100 o m 20 g。 鱒 50 
臍宣 (%) 雌緯 (%) 

團知っている者 圏主に買ぅ者 “ 團好む者 囮好み主に貿ぅ老 
図ー 知名度と購入度 図2 好み度と購入 
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プラ ン ド名 年代 

べべ 30 歳以下 
7ィユコムサデモー ド 

ミ ニパッ 31—35 歳 
ティ  ンヵ _べル  

36 law. 
シャ_リ_テンプル  * 

。 別 鱒 60 o 20 40 so so 柵 
好感魔僻 (%) 比率 (%) 

圃ぉLャル大^ヮ膚い  四 かわいい 
團⾮囲気がいい嘱性 口魔榊佛勧その他 

図3  好感度 図4  ファッショ ン性の評価 
表6 価格イメージ 図ーはそれぞれのプラン  ドにっいて ,  そのプラン 'ド 

価格 (円) 比率 (%) を知っている とする対象者の全員に対する比率 (知名 5千學土ー万未満 ` 74-8 度) と, そのプラン ドをふだん主に買う とする対象者 
圭嘉誉圭童至5千未満 鱒‥璽 の全員に対する比率 鯖入度) を並べて示したもので 
無回答 L" ある. 7ァニイ と ミキハウスの知名度は非常に高く' 
合計 100.0 ほとんどの対象者ヵゞ知っている・ 全国的には高い売り 

上げ鵠を示すぺべの知名度が約邱%にと どまってぃ  
るのは, 調査時点で旭川市内にこのプラン ドの販売店 

がなかったためと思ゎれる・ その他のブラン ドの知名度は約 30%以下である・ 
ふだん主に買う ブラン ドと して対象者の半数以上がファニイ をぁげている. 知名度はファニイ に 

近い値でぁったミ キハゥスを買う ものは対象者の3人に ー人でぁる. 他のブラン ドを貢う者は少な 
い. ファニイ の購入度が高い理由と して, 調査時点て〝旭川市内に 4店舗ぁるこ と, おょぴこのプラ 
ン ドヵ{他に比ぺて価格が比較的安いこ とがぁげ られる. べべの購入度が低いのは知名度ヵ{低いのと 
同じ理由からで`ぁろう. ~ 
知名度と入度を比較する と,  7ァニイ  を知ってぃる者の中で, このブラン ドを主に買う とする 

者は約 60%でぁった. 同じ値がミ キハウスの場合は約 40%, フィユコムサデモー ドの揚合は約 30% 
でぁった. 知名度は3位であったぺべの揚合は約 ー5%でぁ り,  これも店舗がない影響と考ぇられる・ 
図 2 には各ブラン ドを好む者の全員に対する比率 (好み度) と, それぞれのプラン ドを好む者の 

中でさ らにそのブラン ドを主に買う とする者の全員に対する比率 (図ーの購入度とは異なる) の両 
者をあわせて示した. ファニイ と ミ キハゥスの好み度は高〈, いずれも 40%以上でぁる・べぺとフィ 
ュコムサデモー ドが十数%でこれに続いている・ ー989年にぉこなゎれたある子供服雑誌~)のアン 
ケート調査では, 人気ブラン ドのー位はぺべ' 2位はミキハゥス ,  3位7ィユコムサデモ一 ド, 4 
位ティ ンヵーべル, 6位シャーリーテンプル, ー2位ミニパッ, 26位ファニイ でぁった. 販売店の有 
無, 価格の安さなど' 知名度のところで論じたよ ぅな事情があるにしても, 全国的な傾向と今回の 
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調査では結果にかなり差が見られた 
ぁるプラン  ドを好む者の中て~ それを主に買う とする者の割合は図2から分かるよ うに, 7ァニ  

イヵゞ77%, ミ キハゥスが67%, 7ィュコムサデモー  ドヵ{53%であり, かなりの高率である べべ, 
ミニパツ' ティ ンヵーべルの3プラン ドて*もこの割合は約30一40%の範囲にぁった. シャーリーテ 
ンプルだけヵゞ伊j外的に 0 %でぁった・  
図ーに示した主に買う者の比率よ り も図2の好み主に買う者の方が全般に低い. 特にファニイ で 

はこの差が20%以上にもなってぃる 必ずしも好きではないプラン ドの商品を対象者がかなり購入 
Lていることになる  この場合' 旭=ー市内にある店舗の多さ, 価格の安さが購入の要因となってい 
ることか考ぇられる  
と りぁけた7ブラン  ドそれぞれにつぃて ぁるブランドを知っている 者の中で, そのブラン ドを 

好む者の割合を好感度と名つけ, 図3に示した. フィ ユコムサデモー ドは知名度は約 30%であるが 
好感度は 50%をこぇている  ファニイ と ミ キハゥスの好感度も 50%に近い値であった. その他のブ 
ラン ドの値も約④%以上でぁる 
図3のデー夕から, あるブラン ドを知ってぃる者の約 30%以上がそのブラン ドを好む者でぁり' 

図2からその約30%以上がそのブラン ドを主に買う者である ぁるプラン  ドを消費者が好み, そし 
て買う ょ うになるには知名度の高さが必要だという ごとが明らかである 特定の商品分野の特定の 
ブラン ド群につぃてだけのデー夕ではあるが' 知名度を上げ る ための広告, 宣伝の有効性が示され 
ている・ 
対象者がDCブラン ド子供服という ものを一般にどう感じているか' そのフアッショ ン性に対す 

る評価を示したものが図4でぁる 対象者全体では, おしゃれ]大人っぽいとする者の比率が約 
40%' かゎいいとする者の上ヒ率が約 30%であった・ 対象者を年代別にする と, この値は大き < 変わ 
り,  若い層ではかゎいいとする者がもっと も多く (30歳以下で約55%), 年齢の高ぃ層ではおしゃ 
れ・大人っぽいとする者ヵ{半数近く になる  年代易=の脾は z拷検定の結呆危険率 ー%以下て〝有意差 
がぁった. 

DCブラン ド子供魎反とはどのく らいの価格のものなのか, シャ ツぁるいはブラゥスを想定した対 
象者の価格評価を表6に示した. 対象者の4人に3人は5千円から ー万円の間と考えていることが 
明らヵゝになった. 
3.3. 購入状況 
対象者の中でDC プラン ド子供服を購入したこ とがぁ  り,  すでに所有している者は 8ー名でぁっ 

た. それらの者に, 主としてどのよ ぅに入手したかを質問した結呆が表7でぁる. 自分て買ったと 
する者が所有者の約m%でぁった 髑服と  しては比較的高価でぁるか, フレセン ト された者の比 
率は予想外に低かった 

表8  には DC プラン ド子供服を主と して購入する時期にっぃての回答結果を戸斤有者の中の比率て 
示した. バーゲンセールの時に購入する者が半数近い. 何かの行事に向けて買う 者は約 5%しかいな 
かった・ 
購入する繩択基準となるものを 3っまであげてもらった結呆が表9にかかげてぁる ある基準 

を採用する と答ぇた者の所有者の中での比率を示Lてぃ る. テ〝ザイ ンゃ価格を重視する者が多い. DC プラン ドがテーマでぁるにもかかゎらず, ネームバリチゥをと りぁげた者が非常に少ない. これ 
はょ  < いゎれるように回答者ヵヾ建前論にとらゎれたためかも知れない. しかしその割には品質を基 
準と してぁげた者が少ない. 
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表7 入手方法 表8 疇入時期 

入手方法 比率 (%) 薫入時期 比率 (%) 
自分で買った 72_& 行事がぁる時  4.9 
プレゼントにもらった  ーg~8 バーゲンの時 48.ー 
祖父母に買ってもらった  6.2 季節の変ゎり目  27.2 
その他 L 2  特定の季節に関係なく 16.0 
無回答 0.0 その他 L 2  
合計 ~ 100.0 無回答 2.5 

合計 100.0 

豪9 選択基準 
選択基準 比率 (%) 
デザイ ン ・ 7g.0 
価格 10. 4 
品質 38,3 
色 30.9 
趣味がぁう 24'7 
素材 24.7 
ネ一ムバリュウ  ー・2 
流行にあぅ 0.0 
その他 0.0 

図5は所有者がー年間に DC プラン ド子供服にかける賽用を示したものでぁる. ー方円未満の者 
ヵゞ所有者の ー/3,2万円までの者が半数以上でぁる・ 
3.4. 戸斤有状況 

対象者の DC ブラン ド子供服戸斤有の有無, おょぴ所有枚数を示したものが表 10 でぁ る. 所有者の 3人に ー人は 3枚以内でぁる. 戸斤有者の約 60%ヵゞ6枚以内である「 戸斤有者の所有枚数は粗い平均で 
約5枚であった・ 
世帯収入によって所有の有無に差はみられなかった しかし, 所有枚数を6枚以下と 7枚以上に 

分ける と,  世帯年収4百万円の上下で所有枚数に危険率 ー%以下で有意差がぁった (図6)・ 年収が 4百万円未満の所有者のう ち約 80%以上が6枚以下の戸斤有なのに対して' 年収が4百万円以上の所 
有者の約半数以上が7枚以上を所有してぃる・ 比較的髙価な子供服の戸斤有状況と しては当然と思ゎ 
れる結呆で`ぁった. , 
母親が自分自身DC プラン ドの婦人服を着用するかどぅヵゝて〝戸斤有木文数に有意差があった (危険率 

ー%以下). この結果も図6 に示してぁ る.母親が DC プラン ド婦人服を着る場合は半数以上の所有者 
が7枚以上所有してぃるのに対して, 母親が羞ない場合は 6枚以下の戸斤有者が約 90%でぁった. 母 
親自身のファッショ ンに対する挿テ動が子供服に対する行動に影響をぉ蝿ます という  ことが明らかに 
示された. 

DC ブラン ド子供服の所有者に, 持ってぃるものの中でもっ と も枚数の多い品目を質問した結果 
が表ーーである. 3人にー人がトレーナーと答えている・  その他ズポン・スヵート  ・プラウス・ポロ  
シャツなど比較的ヵジュアルな品目がm%前後の値である. 最多所有品目の枚数はもっと も多いの 
が 3_4枚の範囲で ,  戸斤有者の約 35%でぁる (表 ー2). 5一ー0枚も約25%でぁった・ 

( 6 )  
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金額 (円) 
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図ー_6枚 囚7枚以上 

比率 (%) 

100.0 

図6 世帯年収・母親のプラン ド服羞用と所有枚数 
豪ーー 最多所有品目 

ト レーナー  
Tシ ャ ツ  

ズボン  (パンツ  ・ ス ラ ッ  ク ス )  品目名 
スカート 
ワンピース 
ブラウス 
ポロシャツ 
ジャンバー 
シャツ 
カーディガン 
セーター 
スウェット 
ジャンパースカート 
スーツ 
コー〝卜 
ベスト 
ジャケット 
その他 
無回答 
合計 

( 7 )  

” ( % )  

図5 年間購入費用 
表ー0 所右状況 

比率 (%) 
12.6 10.1 

1. 20.4 1.0 100.0 

` 表ー2 最多所有品目の所有枚数 
比率 (%) 16.0 

100.0 

ー一2枚 3 _ 4 枚 5一 ー 0枚 
ー ー枚以上 
無回答 
合計 

ー0一ー 5枚 
ー6ー2 0 枚 2 0枚以上 
枚数不明 
持っていなぃ 
無回答 

所有枚数 
ーー3枚 4_6枚 7 _ 9 枚 

合計 

所持枚数 
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3.5. 着用状況 

DCプラン ド子供服の所有者に, もっとも多〈着用する品目をひとっだけぁげてもらった結果が 
表ー3 でぁり ,  その着用回数を示したものが表M でぁる .  最多着用品目としてトレーナーをぁげた 
者ヵゞ`戸斤有者の ー/3 に達する・ 年間 100 回以上と答えた者ヵヾ戸斤有者の約 1/4 であった. 
表ー5は着用機会を質問した結果 (3つまでの複数回答) を示している. お出かけ と答えた者は所 

有者の約 65%である・ 普段着とする ものも約半数いる. 通園通学も約妬%である. 叩プラン  ド子 
供服でもヵジュアルな品目を持つヶースが多<, またヵジュアルな品目を着るケースが多いことは 
すでに見てきた通りでぁる・ したがって普段着ゃ通園通学に利用されることが多いのも当然でぁろ 
つ 
表ー6は所有者がぁげた着用理由 (3っまでの複数回答) を示してぃる. 4人のう ち 3人はかゎぃ 

ぃからをぁげている. 良ぃものを着せたぃは4人に ー人であった・ かゎぃいと答えることに何の不 
,思議もない・ しかし若い女性が 「ヵワイ  イ 」 を多用し, このことぱに多様な意味を持たせているら 
しい最近の現象を考える と,  表ー6 の結呆を字面だけで解釈するのは危険でぁろう. 

DC プラン ド子供服を子供に着用 させて みて, 賽⽤がかかる ものか どうか ,  評価を求めた結呆を表 
ー7 にかかげた. 所有 者の 80%近く が費用がかかる と答えている・ 一方品質の評価を実用性の面につ 
ぃて求めた結果が表 ー8 でぁ る. 縫製がよい点を評価する者ヵゞ戸斤有者の約 60%に達している・ 全体に 
実用性はよいと評価されているよ うである・ DCブラン ド子供服が小さ < なって着られなく なったと き, どのょ うに処分するかを質問した結 
果 〈3つまでの複数回答) を表 ー9 に示した. 下の子または親戚 (の子) にぉさが  り と した者がそれ 
ぞれ所有者の 2/3 でぁった. 近所 (の子) におさがり とする者も約40%である. 身近で着用可能な 
子供におさがりにまゎすことがかなり一般化しているとみられる・ リサイ クルをあげた者は非常に 

豪ー3 最多藩用品目 表ー4 最多着用品目の年間芳用回数 
品目名 比率 (%) 着用回数 比率 (%) 
ズボン (パンツ  ・ スラックス )  6.2 ー 0回以下  11.1 
スカート  ーー.ー ー ー_ 2  。回 7.4 
トレーナー 33,3 2 ー 一 ー 0 0 回 g・g Tシャツ  4〟9 ー 0 0回以上  24・7 
ワンピース  0・0 無回答 46.9 
ブラウス  4.9 合計 100 0 
ポロシャツ  4・9 
ジャンパー 1.2 
シャツ  g_g 表ー5 着用機会 
カーディガン 0.0 機会 比率 (%) 
セー夕~ 1.2 お出かけ 64.2 
スウェッ  卜 1.2 普段着 48.1 
ジャンバースカ_ト 2 '5  通園通学 44_4 
スーツ 0.0 買物 18.5 
コート 1.2 発表会 18.5 
ベス ト 0.0 結婚式 g・g 
ジャヶッ  ト 0.0 その他 4.9 
その他 0・0 
無回答 24.7 
合計 100.0 
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表 ー6 着用理由 表 ー7 賣用の評価 

理由 比率 (%) 評価 比率 (%) 
かわぃいから  74.1 費用がかかる 77.8 
良いものを着せたい  28.4 費用はかからない 8~6 
子供が着たがる g〟g その他 4.9 
満足するから g・9 無回答 8.6 
みんな着ているから  8~6 合計 100.0 
自分が着られなかったので 7 '4  
その他 21.0 

表ー8 実用性の評価 表ー9 処分の方法 
評価 比率 (%) 処分の方法 比率 (%) 
縫製がしっかり  している  58.0 下の子におさがり  66〟7 
洗濯に耐えうる ー3_s 親戚におさがり 66.1 
のびない ー3・6 近所におさがり  43'2 
すぐのびる 6・2 しまっておく  17.3 
色落ちする L 2  捨てる  6〟2 
その他 2.5 リサイ  クルに出す 2_5 
無回答 4.9 その他 4.g 
合計 _ 100.0 

少なかった また捨て る と答ぇた者も少数である. 

` 4. ま と め 
幼児を持つ母親を対象に' DC ブラン ド子供服に対する態度について調査をぉこなった. 
ブラン ドイメージに関Lプラン ドの知名度・購入度・好み度'好感度などをしらベた 知名度の 

高さには旭川市内におけるそのブラン ドの販売店の有無ヵゞ景彡響Lてぃるこ とが示された. 購入度に 
は販売店の有無と価格の安さヵヾ効ぃているよ う であ る. 好み度の状況は全国的なアンヶー ト調査と 
異なる傾向でぁった・ と りぁげたプラン ドの半数近く が約50%の好感度をしめした.DC プラン ド子 
供且反鮒に対して対象者がぉしゃれ・ 大人っぽい, あるいはかゎいいという イ メ】ジを持っている  
こ と ヵ〝分か つ た. 
調査対象者のお ょそ80%が DC プラン ド子供服を所有してぃる・ 驚入するのはバーゲンセールと 

する者ヵゞ戸斤有者の半数でぁった・ 選択にぁたってはテ*ザィ ンゃ価格が重視されている・ 年問購入費 
用は戸斤有者の半数以上か2万円までである. DCフラン ド子供服の所有者の平均所有枚数は約5枚である 世帯年収にょって所有枚数に差か 
あり, 収入の高い層の方か戸斤有枚数が多かった. 母親のファ ノショ ン行動によっても所有枚数に差 
がみられた・母親自身が DC プラン ド婦人服を着る場合は所有枚数が多いこ とが明らかになった・所 
有してぃる品目ではヵジュアルなものが多ぃこ とが示された. 
そのためでぁろぅか' 普弄交着ゃ通園通学によ < 利用されてぃる. 子供に着用させてみて' DC プラ 

ン ド子供服は費用がかかる と答えた者が大多数であった. しかし, 実用的な品質の点ではよい評価 
をしてぃる .  小さ < なって着られなく なったものは, 身近の子供におさがり と してまわすことヵゞ一 

( 9 )  
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般的になっていることも明らかになった 

この調査は ー989 年におこなゎれた. 消責がはなゃかな時期でぁった. 先が見ぇなぃ不況ですっか 
り消費が冷え込んでいる現在 (ー993年ー月) とは対照的な経済環境で`あった. しかし最近になって DC ブラン ド子供服のバーゲンセール会場に若い母親が大勢集ま り,  入場制限までLたといぅ報道 
がされた・”消費者の行動を考察するにはさまざまな条件のも とでしらぺることが必要であろう・ そ 
の意味で現在と異なる経済環境のも とでの調査を言己録しておく ことが重要と考えた. 
本研究にあた り, 調査に ご協力いただいた旭川市内のぁしたぱ幼稚園の松田幸盛園長, ゎかば幼 

稚園の工藤芳博園長, 頌栄保育園の佐々木忠良園長, っぱさ保育園の寺島敏園長およぴ上記4 園の 
教諭, 保母のみなさんに厚く感謝いたします・ これら幼稚風 保育園に対し紹介の労をとって下さっ 
た伊月禎一さん, 伊月テル子さん, 磯田良枝さんおよぴ武山洋子さんに謝意を表します・ 
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